








時の冷却速度にどの程度影響されるか，また，冷却速度
に対してより広範囲に対応できるよう考慮する必要があ
る。図 8に，板厚 20mm，予熱・パス間温度 150℃の場
合の，DW-62L による溶着金属のじん性に及ぼす 540℃
における冷却速度の影響を示す。冷却速度5～50℃／秒
（溶接入熱 0.7 ～ 3.0kJ/mm）程度であれば，良好なじん
性が得られる。

3．今後の課題

　低温仕様高張力鋼用溶接材料における今後の課題を挙
げると以下のとおりである。
（1）高強度高じん性化への対応
　さらなる高強度化及び高じん性化への対応には，特に
破壊じん性の向上が課題となり，遷移温度の低温化とき
裂先端における延性き裂抵抗をいかに増大させるかが鍵
となる。


